
市民のうとき
平成3年4月初日現在

39，461入(+132) 

18，745人(十 71)

20，716人(+61) 

13，076世帯 (十 85)
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武
家
社
会
に
お
い
て
は
、
四
は
死
に
通
じ
る
と
し
て
意
味
嫌
わ

れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
中
で
、
大
洲
城
の
天
守
閤
は
、
四
重
四
層

と
い
う
珍
し
い
っ
く
り
で
し
た
。
天
然
の
要
害
を
巧
み
に
利
用
し

ょ
く
整
っ
た
城
郭
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

亀
ケ
岡
城
、
地
蔵
ケ
嶺
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の

築
城
の
時
期
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
が
、
城
郭
が
整
っ
た
の
は
、
藤

堂
高
虎
、
脇
坂
安
治
の
治
世
に
あ
っ
た
時
代
の
こ
と
だ
ろ
う
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
以
後
、
大
洲
城
は
、
江
戸
初
期
の
元
和
三
年

(
一
六
一
七
年
)
に
米
子
か
ら
移
封
さ
れ
た
加
藤
家
と
共
に
、
廃

藩
ま
で
の
二
百
数
十
年
間
に
わ
た
っ
て
、
大
洲
の
ま
ち
を
見
守
り

続
け
ま
し
た
。

伊
予
八
藩
の
中
で
も
、
最
も
古
い
城
郭
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
た

こ
の
城
も
、
明
治
六
年
の
城
郭
廃
止
令
以
降
、
天
守
を
含
め
た
そ

の
大
部
分
が
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、
天
守
閣
の
ほ
か
に
極
が
十
九
も
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
、
こ
の
う
ち
囚
檀
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

四
つ
の
櫓
(
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
、
苧
綿
櫓
、
南
隅
櫓
)
は
、
昭
和

一
二
十
二
年
六
月
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

幻
の
天
守
閣
が
も
し
現
存
し
て
い
た
な
ら
ば
、
大
洲
の
景
観
は

ど
う
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

な
つ
か
し
の
大
洲
⑤

(
あ
、
天
守
閣
)

6月の閉庁土曜日は
8日と22日です

市民の皆様のご理解と
ご協力をお願いします。
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おおず 平成3年6月1日

明
治
の
香
り

オ

広報

似^w 
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大洲商業銀行設立

本館が現在の位置に竣工

土地・建物大洲町の所有と

なる

大洲町警察署庁舎として使

用

大洲商工会(昭和29年から

は大洲商工会議所)事務所

として使用。(昭和田年まで)

土地・建物大洲市の所有と

なる。

再整備着工

おおず、赤煉瓦館として開館

づ、
/ 

草

明治29年 4月

明治34年12月

昭和24年 2月

i合

1896 

1901 

1949 

昨
年
十
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た

議
所
再
活
用
建
築
事
業
H

が
完
了
し
、

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
大
洲
商
工
会
議
所
は
、
明
治
三
十
四
年
に
大
洲
商

業
銀
行
本
屈
と
し
て
建
築
さ
れ
た
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物

で
、
今
回
の
再
整
備
に
際
し
て
は
、
建
設
当
時
の
イ
メ

ー
ジ
を
極
力
残
す
よ
う
、
外
壁
は
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ

ま
し
た
。

建
物
の
新
し
い
名
称
は
、
一
般
公
募
の
結
果
、
「
お

お
ず
赤
煉
瓦
館
」
と
決
定
。
式
典
当
日
、
名
付
け
親
と

な
っ
た
澄
田
芙
美
恵
さ
ん
(
大
洲

-
G
歳
)
ら
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

月
旧
大
洲
商
工
会

五
月
二
日
、
落

昭和24年一

昭和29年 9月

「
わ
わ
ず
赤
煉
瓦
館
」
は
、
明
治
三

十
四
年
、
大
洲
商
業
銀
行
本
庖
と
し
て

建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
以
後
、
大
洲
町

警
察
署
庁
舎
や
大
洲
商
工
会
議
所
な
ど

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
も
と

も
と
、
イ
ギ
リ
ス
積
み
の
煉
瓦
構
造
で
、

軒
の
上
部
に
装
飾
を
お
く
程
度
の
簡
素

な
外
観
で
、
屋
根
は
寄
棟
造
り
の
和
瓦

ぶ
き
、
鬼
瓦
に
商
の
字
を
入
れ
和
洋
折

衷
の
様
式
で
し
た
。

ま
た
、
場
所
的
に
は
、
明
治
時
代
の

交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
肱
川
唯
一
の
浮

亀
橋
の
た
も
と
に
あ
た
り
、
大
洲
地
方

の
文
化
と
経
済
の
中
心
地
で
し
た
。

今
回
の
再
整
備
で
は
、
こ
う
い
っ
た

建
物
の
歴
史
の
香
り
を
極
力
残
す
た
め
、

本
館
の
外
壁
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
建
築

当
初
の
構
造
に
近
い
も
の
と
し
ま
し
た
。

2 

昭和27年~

平成 2年10月

平成 3年 5月

1949 

1952 

1954 

1990 

1991 



おおず広報平成3年6月1日

第 1研修室

図取

中庭

見

1階平面図

第2研修室

倉庫

2階平面図

ま
た
、
倉
庫
棟
に
つ
い
て
は
大
部
分
を

残
し
、
用
途
の
変
更
な
ど
に
と
ど
め
ま

し
た
。再
活
用
す
る
上
で
の
機
能
性
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
な
点
を
追
求
し
ま
し

た。O
余
暇
一
市
民
の
散
歩
の
寄
り
道
、
観

光
客
の
休
息
な
ど
、
ゆ
と
り
の
空
間

と
す
る

O
活
動
一
市
民
の
社
会
・
文
化
活
動
の

場
、
発
表
・
小
催
し
・
会
議
の
場
と

す
る

O
情
報
一
市
民
に
大
洲
で
の
イ
ベ
ン
ト

や
催
し
な
ど
の
情
報
を
、
観
光
客
に

は
観
光
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、

H

お
は
な
は
ん
通
り
山

H

臥
龍
山
荘
H

へ
と
つ
な
が
る
観
光
の
拠
点
と
す
る

O
産
業
一
大
洲
の
物
産
の
展
示
・
販
売

そ
れ
ら
の
案
内
を
す
る

O
文
化
一
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
と
し

で
利
用
し
、
文
化
の
核
と
す
る

建
物
は
、
本
館
、
研
修
棟
、
便
所
か

ら
な
り
、
総
事
業
費
は
約
一
億
三
千
七

百
万
円
。
本
館
に
は
、
受
付
や
物
産
コ

ー
ナ
ー
、
研
修
棟
に
は
、
お
便
り
コ
ー

ナ
ー
や
研
修
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
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平成3年6月1日

h
J

之
一
め
一
一
社
一
ゐ
宮
市
小
川
泳
三
三
ふ
ん
が
み
た
奈
川
出

ご
う
づ
い
あ
な
い
だ
り
の
税
が
生
き
で
い
る
ヌ

六
月
は
、
市
民
税
・
県
民
税
を
納
め

る
月
で
す
。
本
年
度
も
、
昨
年
に
引
き

続
き
地
方
税
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し

た。
改
正
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
、
均
等
割
・
所
得
割
の
非
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ

低
所
得
者
層
の
税
負
担
に
配
慮
す
る

た
め
、
均
等
割
・
所
得
割
の
非
課
税
限

度
額
が
表
1
の
通
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
二
、
税
率
の
適
用
区
分
の
見
直
し
と
基

礎
控
除
等
の
引
き
上
げ

税
率
の
適
用
区
分
と
基
礎
控
除
等
を

おおず

cX 正 前 改 正 後

均 27.2万円×家族数 27.2万円×家族数
等
害』 +加算額3.2万円

所 34万円×家族数 34万円×家族数

割得
+加算額9万円 +加算額15万円

広報

表1

表
2
の
通
り
改
め
ま
し
た
。

三
、
公
的
年
金
等
控
除
額
の
引
き
上
げ

公
的
年
金
等
控
除
額
が
表
3
の
と
お

り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

四
、
寡
婦
(
寡
夫
)
控
除
及
び
寡
婦
控

除
の
特
例
加
算
の
適
用
用
例
で
あ
る

所
樗
限
度
額
の
引
き
上
げ

表
4
の
通
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

五
、
個
人
年
金
保
険
料
に
係
る
生
命
保

険
料
控
除
額
の
引
き
上
げ
等

ィ
、
控
除
限
度
額
が
三
万
五
千
円
(
改

正
前
三
千
五
百
円
)
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

※加算額は、扶養家族を有する場合にのみ加算

表2

税率 日文 正 前 日女 正 後

5%  120万円以下の金額 160万円以下の金額

10% 500万円以下の金額 550万円以下の金額

15% 500万円超の金額 550万円超の金額

控除の種別 改正前 改正後

基礎控除 30万円 31万円

配偶者控除 30万円 31万円

扶養控除 30万円 31万円

配偶者特別控除 30万円 31万円 口
、
対
象
範
囲
に
疾
病
等
の
特
約
付
年

金
契
約
に
係
る
保
険
料
の
う
ち
、
疾

病
世
一
寸
の
持
約
以
外
の
保
険
料
が
加
え

ら
れ
ま
し
た
。

六
、
損
害
保
険
料
控
除
制
度
の
創
設

保
険
料
又
は
掛
金
に
つ
い
て
所
得
控

除
制
度
が
新
し
く
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ィ
、
短
期
の
支
払
損
害
保
険
料
の
所
得

控
除
限
度
額
は
二
千
円

口
、
長
期
の
支
払
損
害
保
険
料
の
所
得

控
除
限
度
額
は
一
万
円

ハ
、
短
期
・
長
期
、
両
方
の
支
払
損
害

保
険
料
の
所
得
控
除
限
度
額
は
一
万

円
七
、
そ
の
他

ィ
、
土
地
譲
渡
益
に
係
る
課
税
の
特
例

措
置
の
延
長

口
、
み
な
し
法
人
課
税
を
選
択
し
た
場

合
の
特
例
制
度
の
改
正

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1
内
線2
4
6
f
)
2
4
8
 

受給者の年令 収入金額(A) 控 除 額

260万円以下 140万円

260万円超460万円以下 (A) X25%+ 75万円
65歳以上

460万円超820万円以下 (A) X15%十121万円

820万円超 (A)X 5%+203万円

130万円以下 70万円

130万円超410万円以下 (A) X25%+37.5万円
65歳未満

410万円超770万円以下 (A) X15%+78.5万円

770万円超 (A) X5%+155.5万円|

表3

表4

後正改前正5文

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
っ

ー
国
民
年
金

1

川
か
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
も
う
一
度
お

川
確
か
め
く
だ
さ
い
。

川
老
後
や
万
一
の
と
き
、
い
ち
ば
ん
頼

川
り
に
な
る
の
が
年
金
で
す
。
と
こ
ろ
が

山
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
万
一

川
の
事
故
や
病
気
の
と
き
、
障
害
基
礎
年

川
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
ば
か

川
り
か
、
未
納
期
聞
が
長
く
な
る
と
、
将

川
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

川
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

川
保
険
料
は
、
納
期
限
か
ら
二
年
た
つ

川
と
、
あ
と
で
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ

川
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
日
ま
で
に
、
き

川
ち
ん
と
納
め
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
《

保
険
料
の
納
付
が
著
し
く
困
難
な
人

川
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る

川
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
の
手
続
き
を

川
し
て
お
く
と
、
年
金
を
受
け
る
権
利
が

川
保
障
さ
れ
ま
す
。

川
た
だ
し
、
免
除
を
受
け
た
期
間
の
老

川
齢
基
礎
年
金
額
は
、
通
常
の
三
分
の
一

川
と
な
り
ま
す
。

川
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま

川
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川

宮

⑪

2
1
1
1
内
線
2
5
6
・
2
5
7

- 4ー

500万円以下300万円以下



おおず

児
童
手
当
の
現
況
届

広報

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
聞

に
、
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
、
大
洲

市
福
祉
事
務
所
又
は
、
各
連
絡
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の

所
得
状
況
や
、
六
月
一
日
現
在
で
の
養

育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
に
、

毎
年
提
出
し
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

期
限
内
に
現
況
屈
を
提
出
し
な
い
と
、

引
き
続
い
て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、

六
月
分
以
後
の
手
当
の
支
払
が
停
止
さ

れ
ま
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、
六

県の組織改正

平成3年6月1日

愛媛県では、第 2期生活文化県政スタート

の今年、 4月1日付で、組織の改正を行いまし

た。

主なものは、次の表のとおりです。

ー
六
月
中
に
手
続
を

1

月
上
旬
ま
で
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

六
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が
届
か
な

い
場
合
に
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

現
在
の
児
童
手
当
の
受
給
要
件
は
次

の
と
お
り
で
す
。
要
件
に
該
当
す
る
人

で
、
ま
だ
手
当
の
申
請
を
し
で
い
な
い

人
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
現
在
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
で
、
特
例
給
付
に
該
当
し

て
い
る
人
は
、
こ
の
制
度
の
期
限
が
平

成
三
年
五
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
分
の
聞
は
、
現
在
の
制
度

の
ま
ま
続
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
わ
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
受
給
要
件
。

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
含
む
、

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
一
養
育

し
て
い
る
ご
と
。

※
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
人

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

O
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
庶
務
係
ま

で

宮

⑫

2
1
1
1
内
線

2
7
4

地域保育センター
を

ご利用ください

お子さんの一時保育

保
育
需
要
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た

め、

A
7
年
度
も
引
き
続
い
て
一
時
的
保

育
事
業
を
「
大
洲
乳
児
保
育
所
」
で
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
の
労
働
、
職

業
訓
練
、
就
学
な
ど
の
た
め
に
原
則
と

し
て
平
均
週
三
日
を
限
度
と
し
て
断
続

的
に
家
庭
保
育
に
支
障
が
で
き
た
場
合
、

一
日
を
単
位
と
し
て
、
保
育
所
で
お
子

改正内容 担当事務

生活メ化局の生活メ化 第一期生活文化県政を
総室への改称、 強力に推進していくため
生涯学習課及び生涯 生活文化局を「生活文化
学習センターの設置 総室」に改革かして、生活
女性局(企画課・生 文化県政の主管部とし、
活課)の設置

新たな生活文化県政を創

広報公聴課の設置 造する部門及び開かれた

県民総合相談フ。フザ
県政を推進する部門を設

の設震
置しました。

国際交流課の設置

調整振興部の企画調整 部名を変更するととも
部への改称

に、組織を拡充して、政

政策調整課の設置 策の企画立案、総合調整

総合交通・通信対策
機能を強化しました。

課の設置

土地対策課の設置

保健環境部廃棄物対策
廃棄物対策の調査研究
の充実及び関係各機関と

斑の設置 の連絡調整を密にし、廃
棄物対策を強化します。

土木部品速父通対策局

土木部道路整備局の設
を「道路整備局」に発展
させ、ここに道路課を分

置 割した「道路建設課」と
「道路維持課」を設置し
~戸。

教育委員会事務局管理 史跡、名勝、天然記念物

部芸術・文化財室の文
に対する対応、を強化し、
文化財保護行政を一層強

化財保護課への改称 カに進めます。

地方局所在の農業改良
普及所を「中央農業改良

中央農業改良普及所の 普及所」に改称し、当該
管内における農業改良普

設置 及及び生活改善指導の総
合企画及び調整機能を強
化します。

さ
ん
を
わ
預
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
等
の
傷
病
、
災
害

な
ど
の
社
会
的
に
や
む
を
得
な
い
事
由

の
場
合
に
も
緊
急
・
一
時
的
に
保
育
所

で
預
か
っ
て
保
育
し
て
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
大
洲
市
福

祉
事
務
所
(
電
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7

0
)
又
は
大
洲
乳
児
保
育
所
(
電
⑫
4

4
1
8
)
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
育
の
対
象
と
な
る
児
童
は
、
就
学

前
の
児
童
で
、
保
育
時
間
は
、
午
前
七

時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
(
た
だ
し
、

土
曜
日
は
午
後
五
時
)
ま
で
の
必
要
時

間
で
す
。
な
わ
、
利
用
児
童
一
人
、
一

白
に
つ
き
千
円
を
負
担
し
て
項
き
ま
す
。
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3級(ワープロ)検定試験
日程:平成 3年 7月13日(土)

又は 7月14日(日)

受験料:5，150円

試験会場:大洲商工会議所他

募集期限 6月19日

申込先:大洲商工会議所

(ft⑪ 4111) 



市の公認業者一覧表
業 者 名 戸斤 在 電 言舌

淳山水道工事庖 田 口 24-2583 

いの水道工事庖 // 24-2216 

伊一 予 屋 f主 言受 大 沙1'1 24-2541 

内田電気水道設備 徳、 森 25-2858 

大 塚 主失 工 戸斤 来斤 ¥小Eコ 25-0300 

岡福水道工事底 田 口 24-3656 

(有)オ ク ダ設備 中出 木 24-3674 

神 田 量失 工 戸斤 東大洲 24-4122 

城 戸 電 業 社 徳、 YオF本c 25-2944 

久 保 主失 工 戸斤 八多喜 26-0537 

蔵 田 7}. 道 庖 平 里子 24-5968 

イ主 藤 水 道 庖 i度場 24-4410 

j竜 田 商 庖 手斤 1小コ 25-0901 

側土居鉄工所 東大掛| 24-4519 

f恵 yオf木て ラ同Y文L 備 t怠 !j:ド本k 25-4023 

中野管工事工業 中 本す 24-3792 

(有)南予水道住設 若宮 24-4577 

西 田 水 道 庖 八多喜 26-0265 

星 力日 鉄 工 所 // 26-0020 

(有) 丸 電 工 業 若宮 24-5351 

原 亘三壬f又L 備 大 沙1'1 24-3783 

浜 イ主 三日Y文L {蒲 戸日吉 田 25-4645 

神 南 p~又JL 備 。 25-4684 

平成3年6月1日

水道の故障は

おおず広報

市の公認業者ヘ
-6月1日~ワ日は

水道週間一

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
給
水
し
て
い
る

水
道
は
、
法
律
に
よ
っ
て
厳
し
く
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
、
水
道
の

新
設
・
改
良
・
修
理
な
ど
を
す
る
場
合

は
、
必
ず
市
の
指
定
す
る
公
認
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
公
認
業
者
で
な

い
者
が
工
事
を
し
た
場
合
に
は
、
給
水

し
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
家
庭
で
安
心
し
て
水
道
水

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
工
事

の
工
法
・
使
用
材
料
な
ど
に
細
か
い
基

準
が
設
け
て
あ
る
か
ら
で
す
。

大
洲
市
の
公
認
業
者
は
左
表
の
と
お

り
で
、
こ
れ
ら
の
業
者
を
代
表
し
て
、

管
工
事
協
同
組
合
(
宮
⑫
3
3
9
8
)

が
あ
り
ま
す
。

…

一

い

(

敬

称

略

)

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
…
金
一
封
(
南
予
大
正
琴
発
表
大
会
寄

家
庭
で
使
用
さ
れ
た
水
の
量
を
正
確
に
貼
付
金
)
東
大
洲
南
予
大
正
琴
発
表

記
録
し
、
水
道
料
金
を
計
算
す
る
上
で
…
大
会
々
長
下
岡
俊
月

大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
…
ー
金
一
封
(
土
地
登
記
簿
謄
本
代
の
余

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
…
ー
剰
金
)
東
京
都
片
上
四
郎

き
、
有
効
期
間
(
八
年
)
が
定
め
ら
れ
柿
(
指
定
配
分
)

て
い
ま
す
。
有
効
期
聞
が
来
る
も
の
に
時
金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

つ

い

て

は

、

メ

ー

タ

ー

を

取

り

替

え

ま

州

阿

蔵

尾

中

平

八

す
の
で
、
水
道
業
者
が
お
伺
い
し
た
と

w

金
一
封
(
寄
付
金
を
柳
沢
地
区
社
協

き
に
は
、
ご
協
力
を
わ
願
い
し
ま
す
。
洲
へ
)
柳
沢
柳
沢
中
学
校
良
心
市
場

※
そ
の
他
、
水
道
に
関
す
る
お
聞
い
合
制
金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

わ
せ
は
水
道
課
ま
で
0

1

…

藤

縄

新

多

英

二

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3

7

7

w

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

日

一

一

柳

沢

小

泉

孝

義

制
金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

一
一
監
視
員

7
f・p
・-

z

Z

9

時
1
口
時
却
分

…
…
ヂ
船
島
一
を
募
集
弓
し
)
一
切

f
I
T
-ら
i

品

-aa---3i

の
聞
に
交
代
で
と
っ
て
い
た
だ
き
ま

，
'
J

…

|

運

動

公

園

プ

l
ル
l

ナ

ベ

|

|

:

…1
4

1

1

1

1

;

ι

1

1

1

4

申
込
期
間
及
び
方
法

'h
…
運
動
公
園
の
水
泳
一
プ
l
ル
が
七
月
一

6
月
日
日
(
土
)
ま
で
に
履
歴
書

州
日
(
月
)
に
オ
i
プ
J

す
る
の
に
伴
い
、
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
採
用
に
つ

州
監
視
員
と
事
務
員
を
次
の
と
わ
り
募
集
い
て
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

…

い

し

ま

す

。

申

込

先

大

洲

市

教

育

委

員

会

・

社

会

制

募

集

人

員

監

視

員

約

二

十

八

人

教

育

体

育

課

宮

⑫

2
1
1
1
内
3
8
9

1

…

事

務

員

約

八

人

州
募
集
対
象
高
校
生
(
学
校
長
の
許
可

…
一
一
及
び
保
護
者
の
同
意
を
得
た
も
の
に

制
限
る
)
・
大
学
生
(
短
大
生
を
含
む
)

一
一
…
・
一
般
(
原
則
と
し
て
却
歳
未
満
)

尚
一
雇
用
期
間

7
月
1
日
1
8
月
訂
日

メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

に
と
協
力
く
だ
さ
い

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

平

野

町

泉

川

静

推

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

高

岡

利

久

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

平

野

町

森

冨

貴

恵

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

西

大

洲

丸

山

繁

幸

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

野

地

岡

道

明

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

中

村

高

市

令

子

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

- 6ー
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おおず

木権擁護委員は | 

Lあなたの町の相談相子

広報

5月1日~

6月30日まで

平成3年6月1日

みなさんは人権擁護委員制度をご存じです

6月 1日は、人権擁護委員法が施行され

た日です。

全国人権擁護委員連合会は、 6月 1日を「人

か。

“坂田虎一水墨画展"

この日を中心としと定め、権擁護委員の日」

て、皆さんとともに一層の人権思想の啓発に

努めることを申し合わせています。

大洲市には、市長から推薦されて、法務大

氏

臣が委嘱した次の人権擁護委員がいます。

言舌電所イ主名

1ヲ

No.151 

⑫ 049 3 

⑫ 3 7 9 4 

⑫ 5 730 

⑫ 002 5 

⑫ 4 6 3 2 

⑫ 087 7 

相談は無料で¥秘密は固く守られます。

「
人
権
と
歴
史
」

)
 
1
 
(
 

て第 の 十媛今い勲生術 水
い二な世ご六県固ま五ま会坂墨市
た・お界来点内はす等れ名田画立
だ第、を館を分、。瑞で誉画展博
き四祝おの展)回数宝、会伯を物
ま土日楽上示を国あ章愛員は開館
す曜・し、し描八るな媛。、催ても
日月み趣てい十作ど県明洋中は
は曜く深 p た八品を教治固で
休日だい主水ケの受育三家す坂
館及さ水九墨所中章文十で。固
さびい墨 画(かし化九県 虎
せ、。画 二愛らで賞年美 一

同町吋…判官明町一一一討材一叩問中執…~品ーザ梓作品叫一一ザ材相叩市町一

差れ残てきそど 忘た間土はに たな人さの及は力人本のが平あ
別ら念いたれ立しれる、、よ我と生間れでび、の類国第述の和る日
がのなるいだ派かで人血昭つがも活のたき将過成tの民九べをこ本
数字原動ごととけなしはびと和て固いを歴もな来去果か多に十ら守と国は
多かミといいでご 、なと汗主二真えでえ実5史のいの幾Yで、年保lま七れらや憲じ
くやにうう 、と法りので十にはま現れまで永国多たあに障ミ条てな、法め
存f憲、こ願人が律ま努彩E二人、しす、あ久民のつわすにいく基にに
在2法現とい間規きやせ力ら年権国よる自るのに試てたるはまで本は
しの在にがら定正規んがれ以いが家うた由」。権対練、る基「すは的
、精のは完しさ則。あた降ミ保巳の。めとと利しにこ白本こ。な入国
時神社な全くれで つ、で障ミ基 の平正と、堪たれ由的のしら権民
にに会りに幸て、 た多すさ本 闘主寺りし侵まえら獲?人王憲かなのに
は反でま守せいど こ年。れ的 いとまです、の得持監法もい尊え主h
尊Eすはせらにてれ とにそたな だ幸す信えこ現権のはが こ重?権ど
いるこんれ生もほ をわのの法 つ福。託Tと在利努、日ぞととが

0兵頭典次(八多喜)

o玉木道輝(北只)

0亀井悦子(大 mD 
0東定一郎(森山)

o山根義徳(市木)

0森本幸衛(藤縄)

気軽にご相談ください。

「
人
権
と
同
和
教
育
」

生
命
さ
え
奪
う
ほ
ど
の
差
別
の
問
題
も

発
信
す
る
ご
と
が
あ
り
ま
す
。
同
和
問

題
も
そ
の
一
つ
な
の
で
す
。

差
別
、
不
平
等
と
い
う
も
の
は
、
も

と
も
と
自
然
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

人
為
的
、
歴
史
的
に
つ
く
り
だ
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
努
力
に

よ
っ
て
な
く
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
自
覚
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
は
、

憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
を
日
常
生
活
の
中
に
生
か
す
努
力
を

は
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

憲
法
第
十
二
条
に
「
:
・
国
民
の
不
断

の
努
力
に
よ
っ
て
保
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
」
と
あ
る
の
は
、
権
利
の
上
に

ね
む
る
こ
と
な
く
、
保
障
さ
れ
た
人
権

を
常
に
自
覚
し
、
保
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

我
々
の
祖
先
は
、
差
別
の
た
め
に
、

人
間
と
し
て
の
権
利
を
事
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
人
間
と
し
て
の
権
利
を
奪
わ
れ

る
こ
と
が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
こ

と
で
あ
っ
た
の
か
、
差
別
の
中
で
、
ど

の
よ
う
に
生
き
つ
づ
け
、
解
放
を
も
と

め
、
努
力
を
し
て
き
た
の
か
、
そ
れ
ら

の
こ
と
を
、
同
和
問
題
を
中
心
に
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

← 7 
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平成3年6月1日

旅
の
思
い
出
川
井
上
車
内
性
夫
露
出

ピ
じ
り
帽
子
。
富
士
山

五
月
の
連
休
に
は
、
ま
ず
大
洲
市
の

つ
つ
じ
を
見
に
行
く
の
が
、
家
族
の
年

中
行
事
に
な
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち
は
、

四
月
の
中
旬
頃
か
ら
大
洲
に
電
話
を
入

れ
、
開
花
の
状
況
を
入
手
し
て
楽
し
み

に
し
て
い
た
。

四
月
二
十
八
日
、
母
を
同
行
し
、
家
族

五
人
で
車
で
家
を
出
た
。
大
洲
に
入
り

車
窓
左
手
に
冨
士
山
を
見
な
が
ら
市
内

に
入
る
と
、
山
項
付
近
が
ビ
ー
チ
パ
ラ

ソ
ル
の
よ
う
に
明
る
く
輝
い
て
見
え
て

き
た
。
登
山
道
は
車
の
渋
滞
が
続
く
の

で
、
今
年
も
パ
ス
発
着
場
に
直
行
し
た
。

広
い
河
川
敷
駐
車
場
は
、
す
で
に
半
分

以
上
車
で
埋
ま
っ
て
い
た
。
パ
ス
運
行

道
路
は
改
修
中
で
、
途
中
大
き
く
左
右

に
ゆ
れ
る
所
が
あ
っ
た
が
、
短
時
間
で

山
頂
に
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
山
項
周

辺
の
つ
つ
じ
公
園
は
よ
く
手
入
れ
さ
れ

て
い
て
、
驚
く
程
き
れ
い
に
咲
き
は
じ

め
て
い
た
。

今
年
は
周
遊
道
路
に
福
祉
パ
ス
が
運

行
し
て
い
て
、
少
し
足
の
弱
く
な
っ
て

き
で
い
る
母
は
、
大
喜
び
で
妻
に
子
を

引
か
れ
乗
り
込
ん
で
い
っ
た
。

子
供
た
ち
と
三
人
で
周
遊
道
を
散
策

し
、
花
を
楽
し
み
、
き
ら
き
ら
光
り
な

が
ら
蛇
行
す
る
肱
川
や
、
古
い
屋
並
み

の
つ
づ
く
市
街
地
の
た
た
ず
ま
い
を
眺

め
て
い
る
と
、
心
の
疲
れ
が
一
枚
一
枚

と
落
ち
て
ゆ
く
の
を
感
じ
た
。

母
の
喜
び
ゃ
、
家
族
の
大
き
な
声
を

聞
き
な
が
ら
、
「
今
年
も
来
て
よ
か
っ

た
な
あ
し
と
自
分
自
身
に
つ
ぶ
や
い
て

い
た
。

。
ψ
の
伊
ゆ
勿
ゆ
勿
ゆ
伊
ゆ
伽
ゆ
ゆ
ゆ
伊
ゆ
ψ
ゆ
伊
同
b
o
ψ
ゆ
伊
ゆ
ψ
の
伊
紛
争
。
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
畑
地
@
ゆ
ψ
の

ωゆ
附
6
0
0
@
ゆ
0
0
伊
旬
。
ゅ
ψ
の
伊
紛
伽
約
命
。
勿
ゆ
伊
ゆ
伊
納
伽
d
h母
。
ゅ
ψ
ゆ
伊
ゆ
ゆ
0
0
0
ゆ
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
ψ
の
伊
O
O
V
O妙
。
ゅ
ψ
ゆ
o
o
m

市

役

所

は

六

月

か

ら

・

市

営

駐

車

場

第

一、

第
四
土
曜
日
が

おおず

先
月
号
の
「
広
報
お
わ
ず
し
で
わ
知

ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
既
に
国
や
県

で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
毎
月
第
二
、

第
四
土
曜
日
を
閉
庁
と
す
る
土
曜
閉
庁

を
六
月
か
ら
大
洲
市
で
も
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

L
た。

市
で
は
、
ご
の
土
曜
閉
庁
の
実
施
に

あ
た
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
関
係
の
深

広報

休
み
と
な
り
ま
す
。

い
業
務
に
つ
き
ま
し
で
は
、
今
ま
で
ど

お
り
業
務
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
今
ま
で
ど
わ
り
業
務
を
行
う
と
こ
ろ

-
市
立
大
洲
病
院

・
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園

・
保
育
所
、
大
洲
学
園
、
清
和
園

・
市
民
会
館
、
総
合
体
育
館

。
大
洲
児
童
館
、
徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
毎
週
火
曜
日
に
加
え

第
二
、
第
四
水
曜
日
が
休
館
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
閉
庁
土
曜
日
に
お
い
て
も
、

戸
籍
関
係
(
出
生
、
婚
姻
、
死
亡
届
等
)

の
受
付
や
埋
火
葬
許
可
証
の
発
行
は
、

こ
れ
ま
で
の
日
曜
日
と
同
じ
よ
う
に
行

い
ま
す
。

間
い言羊
合し
わく
せは
⑫く
2 だ市
1 さ 1~
1 い戸斤
1 0 市
内長
2 公
2 室
1 ノ¥

お

六
月
は

防
災
対
策
強
調
月
間

新
刊
図
書
案
内

大
英
博
物
館
2
1
4
日
本
放
送
出
版
協
会

韓
国
古
寺
巡
礼
鎌
田
茂
雄
他
著

ミ
シ
ェ
ル
城
館
の
人
堀
田
善
衛
著

我
が
信
ず
る
こ
と

E
・
ケ
イ
シ

i
著

四
国
お
遍
路
こ
こ
ろ
の
旅
ひ
ろ
さ
ち
ゃ
著

昭
和
天
皇
独
白
録
寺
崎
英
成
他
著

東
南
ア
ジ
ア
男
ひ
と
り
旅庄
子
利
男
著

銀
河
宇
宙
オ
デ
ッ
セ
イ
6
・
7

N
H
K
取
材
班
著

わ
が
家
の
お
医
者
さ
ま愛
媛
新
聞
社
編

白

鳥

嵯

峨

悌

二

著

タ

フ

に

生

き

る

永

谷

惰

著

ハ
l
ド
ラ
ッ
グ
・
カ
フ
ェ戸
部
良
也
著

4月末までの
大洲市内の交通事故

4月末現在 昨年同期

f牛 数 7 3 6 9 

負傷者 9 8 9 4 

死 者 1 。

図

書

館

三
島
由
紀
夫
の
日
蝕
石
原
慎
太
郎
著

乳

房

伊

集

院

静

著

顔

の

な

い

扉

黒

岩

重

吾

著

チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
山
田
詠
美
著

コ
ッ
ク
サ
y
カ
i
ブ
ル
ー
ス
村

上

龍

著

龍

は

眠

る

宮

部

み

ゆ

き

著

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
失
脚
落
合
信
彦
著

火

焔

浄

土

津

本

陽

著

妊
娠
カ
レ
ン
ダ
ー
小
川
洋
子
著

白

い

航

跡

上

・

下

吉

村

昭

著

生
放
送
だ
よ
人
生
は
生
方
恵
一
著

半
径
問
メ
ー
ト
ル
の
日
常群
ょ
う
こ
著

プ

サ

マ

カ

シ

徳

永

瑞

子

著

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
上
・
下

A
・
ヘ
イ
リ
I
著

ム
ッ
シ
ュ
ー

J
・P
-
ト
ウ

i
サ
ン
著

- 8 



おおず

vさくらまつり剣道大会

広報

睦
4
司
清
流
を
渡
る

平成3年6月1日

水
道
業
者

漏
水
当
番

業

者

名

星
加
鉄
工
所

宮
⑫
0
0
2
0

徳
森
設
備

宮
(
⑪
4
0
2
3

帰
丸
電
工
業

宮

(
ω
5
3
5
1

淳
山
水
道
工
事
庖

宮

(
ω
2
5
8
3

三
原
設
備

宮
⑫
3
7
8
3

日

6 
(月月
土 1
)日

6
月
2
日

(
日
)

6 
(月
土 8
~日

四
月
五
日
、
如
法
寺
河
原
と
臥
龍
山

荘
下
の
河
原
を
結
ぶ
臥
龍
の
渡
し
が
運

航
を
開
始
し
ま
し
た
。
水
面
か
ら
清
流

肱
川
の
風
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

こ
の
渡
し
は
、
七
年
前
に
始
ま
っ
た
も

の
で
、
約
四
百

M
を
十
分
程
度
で
運
航

し
て
い
ま
す
。

運
航
は
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
曜
、

祭
日
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
平
日
で
も
、

五
十
人
以
上
の
団
体
で
予
約
す
れ
ば
運

航
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

料
金
は
片
道
大
人
(
中
学
生
以
上
)

百
円
、
小
人
(
小
学
生
以
上
)
五
十
円

で
す
。
詳
し
く
は
、
大
洲
市
観
光
協
会

(
宮
⑫
2
6
6
4
)
ま
で
。

6 
(月
日 9
)日

伊
予
屋
住
設

宮
⑫
2
5
4
1

い
の
水
道
工
事
庖

宮
⑫
2
2
1
6

大
塚
鉄
工
所

E
@
0
3
0
0
 

内
田
電
気
水
道
設
備

宮
⑫
2
8
5
8

神
南
設
備

宮

(
ω
4
6
8
4

岡
福
水
道
工
事
庖

宮
⑫
3
6
5
6

久
保
鉄
工
所

宮
⑮
0
5
3
7

伺
オ
ク
ダ
設
備

6
月
初
日

(
日
)

土

6
月
お
日

(
月
)

6 
(月
土 15
)日

6 
(月
土 29
~日

6
月
日
日

(
日
)

6
月
幻
日

vつつじに固まれ美女を追う

宮
⑫
3
6
7
4

蔵
田
水
道
庖

宮

(
ω
5
9
6
8

神
田
鉄
工
所

宮
⑪
4
1
2
2

佐
藤
中
小
道
庖

宮
⑪
4
4
1
0

城
戸
電
業
社

宮
(
匂

2
9
4
4

浜
住
設
備

宮
(
匂

4
6
4
5

鮒
土
居
鉄
工
所

宮

(
ω
4
5
1
9

滝
田
商
居

宮
(
⑪
0
9
0
1

モデル撮影会n
行われ、多〈の77子ユ?・ア7メラマ〉で!こぎわい

ヨ

4月29日つつじ満開の冨士山で、

ぎレ尼。



平成3年6月1日

保
健
セ
ン
タ
ー
日
だ
よ
り
干

乳

幼

児

、

わ

M
d

健

康

診

断

タ

e
u
R

実

施

日

該

当

者

6
月
4
日
(
火
)
平
成
3
年
1
月
生
※

6
月
日
日
(
火
)
平
成
2
年
目
月
生
※

6
月
日
日
(
木
)
平
成
元
年
日
月
生

6
月
四
日
(
火
)
平
成
2
年
7
月
生
※

6
月
お
日
(
火
)
昭
和
臼
年
5
月
生

※
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持

参

品

母

子

健

康

手

帳

6
月
日
日
は
、
育
児
相
談
だ
け
で
す
。

成
人
病
・
結
核
検
診

場

所

実

施

日

6
月
6
日
(
木

6
月
7
日
(
金

一
市
民
会
館

広報

検

診

料胃

が

ん

検

診
士55

所

6
月
7
日
(
金
)

6
月
幻
日
(
木
)
)一
保
健
セ
ン
タ
ー

6
月
お
日
(
金
)
)

受
付
時
間
日
時
1
日
時
泊
分

検

診

料

子

宮

が

ん

検

診
7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

2
0
0
円

初
歳
以
上
の
女
性

市
民
会
館

対

象

者肺

が

ん

検

診
場f

所

9
時
叩
分

1
ロ
時
、
日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

6
月
2
日

(
日
)

6
月
9
日

(
日
)

6
月
日
日

(
日
)

6
月
お
日

(
日
)

6 
(月
日 30
)日

相談ごと案内

いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

とき 6月10日

6月20日

ところ 市役所

砂人権椙談

とき 6月20日

とごろ 市役所

惨法律相談

と き 6月 5日 13日寺-16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 6月 3、10、25日

13日寺-168寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 6月20日 9 8寺-12日寺

ところ 市役所 2階会議室

急べゃ時は宮⑪3794 (玉木) まで

惨社会保険相談

と き 6月5、20日10日寺-16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 6月27日 13日寺-15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑪6100

大洲福祉会館E⑫0947

b不動産無料相談
と き 6月15日 9時-16日寺

とごろ 宅建協会大洲支部

フヂエ夕、、花庖 2階、常磐町4

時

室
5

義

1

5

 

~

ク

ム

五

時

皆

ハU

つ山

1
i
 

おおず

実

施

日

6
月
6
日
(
木
)

6
月
7
日
(
金
)

6
月
幻
自
(
木
)
一
一
保
健
セ
ン
タ
ー

6
月
一
品
目
(
金
)
)

受
付
時
間

8
時
i
m
時

検

診

料

9
0
0
円

対

象

者

ω歳
以
上
の
人

一
市
民
会
館

婦

人

が

ん

検

診

実

施

日

6
月
5
日
(
水

6
月
6
日
(
木

場

所

三
善
連
絡
所

市
民
会
館

13時 -16時

3階会議室

受 6 6 6 6 
f寸月月月月実
日寺 28 27 7 6 
間日日日日施

40 4 検 13 9金木金木日
歳。た時時-...___...-.....___".....___"...___..，. 
以 O ん¥30 ~ー
上円の 15分保
の必時 1 健
人要 11 セ
な時:ン
人タ
σコ l
み

一
市
民
会
館

検

診

料

対

象

者健

本目

呈火
邑火

康

日
時

6
月
四
日
(
水

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
わ
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

6
月
6
日
(
木
)

場

所

時

聞

大
洲
記
念
病
院

9
時
加
分

1
ロ
時

市
立
大
洲
病
院
日
時

i
m
時

6
月
却
日
(
木
)

喜
多
建
設
業
協
会
日
時

i
m
時

※
6
月
却
日
は
成
分
献
血
で
す
。

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

6
月
四
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

6
月
初
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5

一 10

市県民税1期

納期は7月1日です。

の納税月.6. .， 
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